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　2005年10月。大時化の釧路沖を進む調査船のキ
ャビンでは、学生たちが船酔いと寒さに震える手で
航海記録をとっている。最悪のコンディションの中、
上部デッキで目視を続ける私の目にふいに飛び込ん
できた光景。それは、ここ数年、探し続けてきたも
のだった。漆黒の巨大な背びれが、海面を切り裂く
ように浮上してくる。「シャチ発見！」マイクで叫
ぶや否や、静まり返っていた船上に歓声が沸いた―。
　海流や海底地形、湿原等々の恩恵を受け、日本有
数の資源量を誇る釧路沖。ここに、海洋生態系の王
であるシャチが現われないはずがない…確信のあっ
た私たちは、2003年に釧路沖調査をスタートさせた。
試行錯誤の末、ようやく主役に出会えたのは２年後。
あの日の興奮は今も忘れられない。
　のちの調査で、謎に満ちた生物・シャチが定期的
に釧路沖に現れる理由と時期、群れの特徴など多く
の知見を得た。数頭の成熟オスは、釧路、羅臼、北
方４島を縦横無尽に利用していることもわかった（こ
れらは北海道大学出版会から３月発刊の「オホーツ
クの生態系とその保全」でも報告している）。
　また、年毎にバラつきが出るシャチの来遊パター
ンに水温データをつき合わせると、釧路沖のちょっ
とした変化が彼らに影響を与えている可能性も見え
てきた。特定の海を継続観察すると、当該海域の特
徴や諸条件の変化が、生息種やその行動に反映され
ていることに気づく。さらにシャチのように生態系
の頂点に立つ生き物は、下位の生物たちの動向まで

その身に映すことになる。つまり、シャチを知るこ
と＝釧路沖を知ることといっても過言ではないのだ。
　初めて釧路沖を巡った日から、10年が過ぎた。今、
秋の釧路には、鯨類・海鳥・音響・情報工学・教育
といった分野の研究者や学生、クジラマニア、写真
家、自然ガイドなど多彩な仲間が集う。水産業だけ
でなく教育、研究、観光と多岐に亘る価値を持つ豊
饒の海は、全国から人々を呼び寄せ、他では得られ
ない情報や感動を与えてくれている。
　この豊かさを守るために何より必要なのは、地元
に暮らす方たちによる理解と協力だ。私たちが市内
各地で調査成果の展示や講演会に繰り返し取り組ん
でいるのは、世界的に生息数の少ないシャチが悠然
と闊歩する釧路沖の貴重さを実感している者として、
その魅力を市民に伝えられれば、きっと保全につな
がると信じているからなのだ。かけがえのない宝も
のが身近にあると知れば、保護と活用のアイデアは、
自ずと地域から起こるはずだ。
　向き合っているのは、地球の手になる大きな大き
な存在。それに比べて私たちが持っているのは、悲
しいほど小さな力にすぎない。だとしても、釧路の
皆さんと共に、この稀有の海を守るためにいつまで
も見つめていきたい。心から、そう願っている。
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〈表紙写真〉　企画展「空と地図から見る太平洋炭砿̶都市炭鉱・釧路̶」より。炭住からマイホームへ…太平
洋炭砿は1963(昭和38)年から「持ち家制度」を設け、炭鉱技術だけでなく暮らしの面でも近代化を図った。桜
ヶ岡上空から東、春採坑方向を撮影。手前が新たに造成された晴海団地（持ち家）、炭鉱施設の向こうが益浦西・
益浦東・望洋台・雲雀ヶ丘社宅。1971年太平洋炭砿撮影・釧路市教育委員会太平洋炭砿資料室 蔵(石川孝織）
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